２　条と里の復原


　坪並の復原が終われば、条と里の復原に入るのであるが、１５世紀の『拾EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（11）),芥抄)』が、「条は北から起こり南へ行く、里は西から起こり東に行く、町はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うしとら),艮)に始まりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いぬい),乾)で終わる」、割注して「ただし以上は国ごとの例に随うべきである」と書いている。このことから条里制下の地番付については、全国に取り決めはなく、それぞれ国司の裁量で実施されたと見なければならない。いずれにせよ坪付における第１列の進行方向に条を進め、列の進む方向に里を数えていくことになる。
